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おはようございます‼

　　　　　　　　　　　　　　　　

令和３年１１月発行

牧之原市細江１１０６－１

細江コミュニティセンター内

細江区事務局
TEL.FAX 0548-22-7195

HP◆http://www.hosoeku.com/     みんなの細江 あいさつを交わして つなぐ地域の輪 人の和

現在は、Ｃ・Ｓ準備会として活動している協議会のメン

バーですが、すでに、個人的な繋がりでボランティアを

募り活動を始めています。Ｃ・Ｓの活動は環境整備に始ま

り、安全活動支援、野菜栽培、家庭科支援、本の読み聞

かせ等々、多岐多様です。しかし今後、活動組織を作り

Ｃ・Ｓ事業を拡大していく為には、ボランティアが不足し

ております。

そこで、学校運営協議会から細江区の皆さんにお願い

があります。Ｃ・Ｓボランティアへの参加をお願いいたし

ます。

『地域と学校が一体になって子供たちを育てる』あな

たもその一翼を担ってみませんか？

必ず、必ずや、子供たちの笑顔が、子供たちとの会話

が、あなたを元気づけますよ。

連絡、お問い合わせは

・細小 Ｃ・Ｓ事務局 中村元信様へ（教頭先生です）

・細小ＣＳディレクター 江川司郎様へ（火、水、金）

☎ ２２－００２４ FAX ２２－８５３８
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旧細江火葬場地蔵尊 二ノ谷地蔵尊 一ノ谷地蔵尊

【円成寺薬師堂】 【一ノ谷池 畔】
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♪♪♪ 父母の歩みし この道を いま新しい 種をまく ♪♪♪ (細江小学校歌）

発足間近かの情報をもとに、９月末に細江小学校Ｃ・Ｓル

ームを訪問した。藤田まさと像の横に、新たに展開されたＣ

・Ｓルーム。そこでは、この春新設された学校運営協議会

の方々が、コミュニティ・スクール（C・S）の立ち上げに向け

て、白熱した議論が展開されていた。

また、部屋には所狭しと、Ｃ・Ｓの半年間の活動を記録し

た写真が掲示されていた。中でも、ひと際目立ったのが「か

がやき学習」と称した、野菜栽培の授業を支援した時の写

真。この写真に写っている先生役のボランティアは、小生

が知っている農家の主人であった。

江川Ｃ・Ｓディレクターが作成した年間の活動予定表には、

スケジュールがびっしりと埋まっていて空きがない。しかし、

協議会のメンバーは「出来る事から確実に」と控えめだ。マ

スクの下にこぼれる自信に溢れた笑顔の中に、一抹の不安

が垣間見える。その不安とは、活動の手助けをしてくれるボランティアが不足している事である。

■地域の期待を背負って

【学校運営協議会の方々。 細小C・Sルーム 。
右から江川司郎さん、赤堀康彦さん、藤田郁夫さん、

鵜沢命子さん。】

コミュニティ・スクールとは
地域と学校が力を合わせて学校運営に

あたり、子供を育てる仕組み。

【Ｃ・Ｓディレクター情報交

換会で近況を発表する、

江川Ｃ・Ｓディレクター

＝写真＝‐１０月８日‐

相良庁舎】
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１２月５日

子どもの写真は

加工してあります。

子供の写真は加工してあります

５年生の子供たちがボラン

ティアの協力でさつまいも

収獲 10月26日
－望月喜一郎さん耕作地ｰ

三 地蔵尊 供養
９月１７日

５ 月６ 月

延べ２５人のボランティアが活躍 ❕

さつまいも収獲

すこやか学級の子供たちとボラ

ンティアの皆さん 10月22日



次号の

「細江区だより」は

1月発行です

根松町内会寄子町内会

子供たちを守り続けて 15年 「見守り交差点」 ルポ

大雨の日も合羽を羽織って いつもの場所へ

（A） おはようございます。

（F） おはよう。

気を付けて行けよ。

（A） ハーイ。

（F） Have a Nice Day.（行ってらっしゃ

い の気持ちを込めて）
こんな会話のキャッチボール。何と、すがすがしい

朝の始まりだ。交通事故から子供たちを守り続けて

15年。道上在住の藤田治之さん、76歳である。

冒頭に紹介した会話は、藤田さんと自転車通学の

女子高生の会話である。一見、何気ない会話と受け

取られるが、藤田さんの15年に亘る集大成がこの会

話に秘められている。勿論の事、交差点でこうした会

撮影のため、マスクを外しています。

【 Ⅽ交差点 】

【 Ａ 交差点 】

藤田治之さん

の朝を追った！

【子どもの写真は加工してあります。撮影は１０月】

話が始まるのは女子高生一人だけではない。

彼の朝は、実に忙しい。まず、彼が守備位置と決めた学校から遠く離れた交差

点に向かう。小学生の通学が終わると、立ち位置を変えるために次の交差点に

移動。そこで小学生の通学を見届けると、また別の場所へ。今度は、中学生と高

校生の自転車通学を見守る。合計３箇所の交差点で、毎日、笑顔の旗を振る。

「15年に亘る活動」と一言でいうが、並大抵の事ではない。

子供たちからの信用と信頼に応えて、きょうも行く 「交通指導、見守り交差点」

細江の偉人といえば、平井顕斉(谷の口） 、加藤雪腸（東慶

林）、藤田まさと（時ケ谷）、現役女流棋士の加藤桃子 （青池）

の４人があげられるであろう。今回は、偉才４人の中の平井顕

斉と藤田まさと、二人の偉業を思い出しながら、２１人の参加者

と歩いてみた。道先案内人は、社会教育課の長谷川さん。（文

中の( )は出身地の現在名）

藤田まさとが学んだ、旧細江小学校跡地（第２消防会館の東

側）の説明を受け、藤田まさとの菩提寺である照国寺と、平井

顕斉の作品を所蔵する円成寺を巡った。２時間３０分の短い行

程ながら、内容の濃さには、実に驚いた。参加者からは「４人も

【円成寺住職から顕斉の話を聴く参加者】
写真は増田嘉男さん提供

【藤田まさとの菩提寺である照国寺と「流転」の歌碑】

雨の日も！

１０月のある晴れた日に

【 Ｂ 交差点 】

道
上

細江の昔を歩こう 偉人を訪ねて
細江ってすごいよね。

【 Ⅽ 交差点 】

【 Ａ 交差点 】

藤田治之さん

細江区事業計画 11月～1月

　事　　　業 開催日

１１月 あいさつ運動 5日（金）

細江前浜海岸清掃 14日(日)

細江区文化展　　　　中止

１２月 地域防災訓練 5日(日)

二ノ谷環境整備（事業内容変更） 12日(日)

あいさつ運動・交通安全立哨 15日（水）

１月 あいさつ運動 7日（金）

青池花壇愛好会（代表・清水洋伸氏）が、空き地
（浜田川北側）を利用して、丹精込めて育てたコス
モス畑 ＝写真＝ 10月末。
・・・ヘリからの、空撮ができないのが残念。

秋桜 コスモスの群生
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の偉才者を輩出した細江ってすごいよね、意次以上！」と言った声が聞かれた。

結 果
優勝した堀の内チーム

最高齢投手７４歳

紅一点

ナイスキャッチ

表彰式


